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　　　　 重症心身障害者デイケア　ラポートたるみ
西部在宅障害者福祉センター   

ラポートかわら版

令和３年度も終わり、新しい年度が始まります。コロナ禍の中、平常と違う日々を過ご

してきました。そんな時、ＮＨＫハート展の中で興味深い詩を見つけましたのでご紹介し

ます。

きく耳もたない友と耳のきこえない僕

聞く耳もたない友に耳がきこえないことをうちあけたら

きく耳をもつようになり、

そして僕は友の声がきこえるようになった。

聴覚障害をもつ１７歳の方の詩です。友達に自分の障害のことを詳しく伝えられたら、

いじめのないバリアフリーな生活に近づくと思い、書いたものです。

殺伐とした時代の中で温かいものを感じました。皆さんはどう感じたんでしょうか。

ちょっと一息して想いを巡らせてみませんか。

生活支援員 Ｍ

寒さも少しずつ和らぎ、暖かな日差しの中に春を感じられる頃となりました。今年はお花見を満喫でき

るかと期待していましたが、まだまだマスク、検温、消毒と感染対策が欠かせない新年度のスタートとな

りそうです。この２年、各ご家庭やセンターで感染対策を徹底し色々な制限はありつつも大きな混乱なく

過ごすことができました。しかし、２月にクラスターとなり皆様にはご心配、ご不便をおかけすることとなり

ました。ご理解、ご協力いただきありがとうございました。

先日、長男の卒業式がありました。保護者は１名まで、校長先生の挨拶は書面、校歌斉唱は録音した

音源を流すのみなどウルウルする要素なく少し寂しい気もしましたが、子供の成長を振り返ることのでき

た１日となりました。１５年前のクリスマス会で回転寿司のようにお母さん方に順に抱っこしていただいた

あの息子も春から高校生です(*^^*)

センターでは通常の活動に加え、各グループ年度末のお楽しみ企画を行い１年を締めくくりました。あ

と数日で新年度です。４月からは新たなグループメンバーでスタートします！引き続き、感染対策を徹底

しながら笑顔の絶えないデイケアにしていきます♪

管理者 Ｎ

退職職員挨拶

この度４月から須磨区にあります『ヨハネ小規模作業所』に異動となりました。西部

ではデイケアで４年、デイセンターで１年の計５年間、利用者様の支援に携わらせて

いただきました。至らない事も多々あったかと思いますが、利用者様や保護者様と過

ごした時間は、私にとって学びの多いかけがえのないものでした。直接ご挨拶できな

いのが残念ですが、新しい職場でも自分が出来る事を１つひとつ増やして、利用者

様の喜びに繋がるよう頑張っていきます。皆さまどうかお体に気をつけてお過ごしく

ださい。本当にありがとうございました。

副主任 生活支援員 Ｎ

転出職員挨拶

ちょっと一息

お知らせと４月の行事予定

お知らせする４月の行事はございません。

今年度末で退職することになりました。１年５か月の間、利用者・職員の方々には

温かく接していただきました。この期間は、とても有意義なものでした。本当にありが

とうございました。

生活支援員 Ｍ

桜のつぼみが膨らみ始め、待ち望んでいた暖かな春がそこまで来ていますね。みな

さんいかがお過ごしでしょうか？

私事ではありますが、3月末で退職する事になりました。ヨハネ会に再就職したのが

昭和64年1月のことで、それまでは一般企業に就職していました。山口から神戸に

引っ越してきた次の日からヨハネ寮で働くことになり福祉のことは全く知らない私に入

所者や利用者、職員の方々がいろいろと教えてくださりとても感謝しています。

当時の西部在宅障害者福祉センター長から、引き継ぎを受けたのが５年前の事でし

た。それまでは、救護施設や地域活動支援センター等様々な施設を体験し、主に精

神障害者の方達の支援に携わってきましたが、正直、西部在宅障害者福祉センター

を利用されている方達の支援は初めてで、尚且つ大勢いる職員の長としてやってい

けるか不安な思いで過ごしていたのを覚えています。毎日が初めてのことばかりでし

たが、利用者、保護者の皆さん、そして職員の方々から様々な事を教えてもらうこと

が出来、自分にとってはその一つひとつが大きな財産となっています。この間、福祉

を取り巻く環境も大きく移り変わり、西部在宅にも新たに短期入所事業(アットレスト)

や垂水区の拠点としての役割が追加されたりと変化を余儀なくされてきました。今日

まで何とかやってこられたのは、利用者、保護者の皆さん、又職員の方々のご協力

の賜物だと考えます。

私はこの3月末で西部在宅を退職しますが、今後の、利用者の皆様、そして保護者

の皆様のご健康とご多幸を心よりお祈り申し上げます。そして、今後のスタッフの成

長も大いに期待しています。時代の変化と共に福祉もまた変化をしていきますが、利

用者の皆様が毎日元気に利用して頂けることを願っております。

最後になりましたが、西部在宅障害者福祉センターの発展を祈念しつつ、退職のあ

いさつとさせて戴きます。本当にありがとうございました。

副センター長 Ｍ


